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あなたが写っていませんか?広報さやまに掲載し
た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

human Town Photo studio

狭山ステキ発見⑨
さやま・リポート
29年度さやま市民大学地域ジャーナル講座の

修了生がお届けします

狙いを定めて、一投に集中!

　目標球（ビュット）に向けて球を投げ合い、その近

さで得点を競う競技。小学生12人が地域の方からル

ールを教わり、試合を行いました。ビュット目がけて

投球する子ども達の表情は真剣そのもの。球の行方

に一喜一憂しながら、競技の面白さを体感しました。

　戦争の悲惨さと平和の大切さを後世に伝えていこ

うと毎年開催している講演会。今年は、昭和20年5月

に米軍のB29爆撃機により空襲を受けた笹井地区の

惨状について、国民学校2年生だった講師が、当時を

振り返り講演しました。火災で逃げ惑う人々や、15

人もの犠牲者があったとの話に、参加者は涙しなが

ら、平和への決意を新たにしました。

12月1日㈯／こどもペタンク教室（水野児童館）

　保育付きの講座に10人のママが参加。クリスマス

リースと癒やしの効果があるといわれている蜜
みつ

蠟
ろう

キ

ャンドルを作りました。ハーブティーを飲みながら、

子どもや家族、趣味の話などをおしゃべりして、ママ

同士の交流を深めていました。

12月13日㈭／子育て応援（中央児童館)

子育てママのリフレッシュタイム

駅前を彩
いろど

る光の宝石

クリスマスに向けて、子どもと飾り付けをするのが楽しみ!

今年のおりぴぃは「平成ラスト」のゴールテープを切る姿

陸上のカーリングとも呼ばれるペタンク。どこに投球
するか、その戦略が勝負を決めます

語り継ぐ戦争の記憶
12月2日㈰／平和祈念講演会（博物館）

　冬の訪れとともに、狭山市駅西口の駅前広場、市民

広場、東口ロータリーが幻想的な光に彩られました。

点灯式では、合図とともに約20,000個のLEDが一斉

に光を放ち、入間川東小学校のマーチングバンドに

よる演奏が行われ、会場は温かな歓声に包まれました。

12月1日㈯～1月14日㈷／狭山市駅イルミネーション2018(狭山市駅西口ほか)

頭と風船をひねって作る癒やしの作品

楽しく美
お い

味しく異文化コミュニケーション

12月11・18日㈫／バルーンアート教室(サピオ稲荷山）

12月9日㈰／S
シーファ

IFA国際交流の集い（新狭山公民館）

　参加回数に応じた難

易度で、動物や季節も

のなどを制作。初心者

は風船が割れるのを恐

れていましたが、コツ

を掴
つか

むと集中して、一

気に作り上げました。

　餅
もち

つきや各国の料理

を楽しみながら国際交

流を図るイベント。食

後に披露されたタイの

民族舞踊では、来場者

も一緒にダンスを踊り、

一体感が生まれました。

▶�空襲で焼け焦
こ

げた笹井白
しらひげ

髭

神社の奏
そうじょうもん

上門の一部

▲�当時の状況が生々

しく語られました

◀�戦時中の資料や写
真なども展示

　下奥富地内の

広
こ う ふ く じ

福寺（薬王山地

蔵院）には、「御
おことば

詞

の梅」と呼ばれる

紅梅があります。

　その名の由来

は、江戸幕府の御狩場の近くにあったこの地

を、徳川3代将軍・徳川家光が鷹狩りで訪れ、

休息のため同寺に立ち寄った際、咲き誇る紅

梅のあまりの美しさに感嘆の声をあげたこと

によるもの、と伝えられています。

　また、紅梅の近くにある井戸の水を使って

家光にお茶を淹
い

れたことから、この井戸を「梅

の井」と称するようになったともいわれてい

ます。

　今でも2月の紅梅の時季には、家光が感嘆

したといわれている紅梅が美しい花を咲かせ

ます。白い漆
しっくい

喰の壁が美しい、同寺の竜宮造り

の山門（市指定文化財）と一緒に、ぜひ、ご覧く

ださい。

◆広福寺

所在地下奥富844番地

※開花時期や見頃は天候などにより変わる場合が

　あります

　元
げ ん き

気いっぱい、さやまっ子の皆
みな

さ

ん、あけましておめでとうございま

す。心
こころ

を新
あら

たにして健
すこ

やかに新
しん

年
ねん

を

迎
むか

えていることと思
おも

います。

　昨
さくねん

年は、平
ピョンチャン

昌オリンピック・パ

ラリンピックが開
かいさい

催され、多くの

日本人選
せんしゅ

手が活
かつやく

躍しました。その

一
いっしゅん

瞬に全
すべ

てをかけ、力を出し切
き

る姿
すがた

に感
かんどう

動しまし

た。また、その選手たちの目
ま な ざ

差しは、次
つぎ

への挑
ちょうせん

戦へ

まっすぐに向
む

けられていたのも印
いんしょうてき

象的でした。

　さて、今
こ と し

年は「亥
いのししどし

年」です。十
じ ゅ う に し

二支で一
い ち ば ん さ い ご

番最後の

干
え と

支です。最後というと、何
なに

かが一つ完
かんけつ

結する、終
お

わるというイメージがありますが、亥年には、「新
あたら

し

い始
はじ

まりへの準
じゅんび

備」「次の始まりに向けて、新たな

エネルギーを蓄
たくわ

える」という意
い み

味があるそうです。

　皆さんも、心のどこかに「始めてみよう」「チャレ

ンジしてみよう」と思っていることはありません

か。新たなことに一
い っ ぽ

歩を踏
ふ

み出すには、勇
ゆ う き

気やパワ

ーが必
ひつよう

要です。不
ふ

安
あん

もあるかもしれません。でも、

今年はその一歩を踏み出すために「何ができるだ

ろう」「どんな準備ができるだろう」という時
じ か ん

間に

してみてはどうでしょうか。新たな挑戦へ向けて、

そのことをじっくり考
かんが

えたり、詳
くわ

しく調
しら

べたりす

ることで、さまざまなことに気付
づ

くことができま

す。それが、新たなことへの期
き

待
たい

を一
いっそう

層膨
ふく

らませ、

第一歩を踏み出す自
じ し ん

信へとつながっていきます。

　今年一年、たくさんの力を蓄えてください。応
おうえん

援

しています。

狭山市ゆかりの狂言師から学ぶ「狂言の世界」

　12月5日㈬、狭山

台小学校で、大蔵流

の狂言師である山

本泰太郎氏・則孝

氏・凛太郎氏が、6年

生85人と地域の方

に、国語の教科書に載っている「狂言　柿山伏」の特

別授業を行いました。

　はじめに児童たちは、「狂言　柿山伏」の解説を聞

いてから舞台を鑑賞。ときおり笑いが起こるなど、

狂言の世界を楽しんでいました。また、舞台の後に

は、児童の代表が、狂言独特の言い回しや所作など

を体験するなど、室町時代から伝わるといわれる

日本の文化を学びました。

教育長年頭のあいさつ

新たな挑戦に向けて!

向
むかの

野康雄 教育長


